
高速パルス計測によるリチウム二次電池の安全性診断法と関連商品

エンネット株式会社

秒速でLIB健全度を高精度・高速に診断！

・満容量の減少把握のための充放電特性の計測に20時間以上費やして いた既存技術
が、本開発技術により秒速で精度誤差５％以内となります。

・本開発によって、IoTとの連結で、蓄電池の健康状態がリアルタイムで高精度に
推定できるようになります。

・展示では、電池劣化状態（ＳＯＨ）を定量的に高精度・高速に評価する手法の紹介、
および関連診断器のプロトタイプを実演します。

機械学習的手法による電池診断であり、本診断方法はエンネット(株)で特許を権利化
しました（特許第6145824号；【名称】電池診断装置および電池診断法）。

電池状態の診断に高速パルス応答（CP；Chrono-potentiogram）を用いる本法は、
先に開発した多重インピーダンス測定法との比較も行うことができ、診断対象電池と
そのモジュールのCP計測に適用して、該応答変化を様々な使用環境下で促進した容
量減少と相関させます。ここでは、このデータベース化したCP値、及びその擬似等
価回路のパラメータ値を訓練標本とした判定用アルゴリズムを用いて、電池のＳＯＨ
を定量的に高精度・高速に推定します。
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設立年月日 平成２４年 ４月１日 開始 （設立；平成９年１０月２２日）

資本金 １千万円

従業員数 ５人

電話 0３-6457-1904

Email oyama@energynet.co.jp 
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製品・技術の名称 パルス応答データを機械学習して電池の容量劣化度合いと余命を瞬時に評価する機器の紹介

診断法の特徴・ポイント展示の概要

想定されるご提供先およびそこでのメリット
コアの技術及び特許情報

お問い合わせ先出展者プロフィール

必要とする市場は、車載用および電力貯蔵用ＬＩＢの市場、また電池診断を業務とす
る市場であり、電池の出荷時や使用中の品質評価に用いることができます。

上記載の評価法とその装置は、国内外でエンネット（株）単独で特許を取得している。特許第6991616号（日本登録日；December 10、
2021）、ＰＣＴ出願 出願番号：ＰＣＴ／ＪＰ2019／22129号 ⇒ 公開番号3875974A1号、欧州・米国への特許出願19878312.8号、
（米国特許許可通知発行済み；2022/04/18付）



リチウム二次電池劣化度合いを高速評価する新技法

・満容量の減少把握のための充放電特性の計測に20時間以上費やして いた既存技術
が、本開発技術により秒速で精度誤差５％以内となります。

・本開発によって、IoTとの連結で、蓄電池の健康状態がリアルタイムで高精度に
推定できるようになります。

診断器を販売しますメーカーやユーザーの電池特性の評価・解析サービスを受託します

高速パルス応答のノイズ除去データ処理法を開発し、計測データの正規化を図り、そ
のデータベースと電池劣化との相関性を機械学習した診断アルゴリズムを考案して、
劣化度を高速で数値評価できる方法及びその機器を開発した。本法により、リチウム
イオン電池（ＬＩＢ）の容量劣化度合いと余命を秒速で評価できる。

電池特性のデータベースや診断アルゴリズムを作成します

本診断器には、先端情報工学を礎とした新しい判定用アルゴリズムが用いられていま
す。また、新規に開発した高速パルス測定法および多重交流インピーダンス測定法に
より、電池やそのモジュールの委託評価、データベース化、諸特性の 3 次元表示の
サービスなどを提供します。

機能；
(1) 劣化特性の“見える化”
(2) 状態診断の構築
(3) 動作中電池の劣化評価
(4) 寿命の簡便的な診断
(5) 出荷時製品の保証

関連製品(リリース予定）の紹介および提供する機能

高電圧対応パルスアナラ
イザーでの車載モジュー
ル（16直列）特性の評価

平成30年度NEDOの委託事業「新エネルギーベンチャー技術革新事業（燃料電池・蓄電池）、及び東京
都令和元年度次世代イノベーション創出プロジェクト2020助成事業支援プロジェクトの事業実施の結果
得られたものです。関係各位に深く謝意を申し上げます。

開発診断器による電池劣化（健全）度判定；
〈搭載ソフトウェア〉
・本開発の診断アルゴリズムソフト
・等価回路フィッティングおよびパラメータ値評価
ソフト

エンネット株式会社


